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株式会社ベルスター・スズキ	
ものづくり補助事業　成果事例　1

取 り 組 み の 経 緯 取 り 組 み の 内 容 結 　 　 果

株式会社ベルスター・スズキは、明治 41 年（1908
年）に創業し、今日に至るまでの 100 余年の間、地場
産業の製材、製茶用機械をはじめ、多くの工作機械や洗
浄機等産業機械のニーズに応じた製品づくりに取り組ん
できた。製缶、板金加工を得意とし、なかでもステンレ
ス部品の溶接は豊富な精密機械の受注実績を通じて技術
を磨き、近年は半導体や液晶パネル関連の精密機器、医
療・製薬機器、製茶機械等幅広い分野の取引先から厚い
信頼を得ている。

ステンレス鋼の最大の特徴は“錆びにくさ”である。
手入れが簡単で衛生的な金属として身近な厨房設備から
精密機械装置、あるいは宇宙産業用機器に至るまで多様
な用途に利用されている。しかし、ステンレス鋼は溶接
すると表面に赤茶けたような“焼け”が発生し、放置す
れば錆の原因になる。そのため、溶接後の加工品は酸洗
液に漬け込み、洗浄することで焼けによって表面に残る
不純物を除去する「酸洗い」を施す。さらに酸洗いする
ことで、ステンレスの成分であるクロムが酸素と結びつ
き酸化被膜を形成し、それが不動態化して素材の表面を
覆い腐食を防ぐ効果を発揮する。

多くのステンレス加工業者は酸洗いを専門業者に外注
するが、同社は平成 19 年より内製化に取り組み、酸洗
いの高品質・高効率化に努めてきた。

酸洗いを内製化する企業は近隣になく、独自性の高い事
業である。同社はこの強みを活かすため、酸洗いの作業効
率向上を目指し、技術的課題の明確化に取り組んできた。

そこで①低温下では酸洗液の効果は劣化し余分な作業
時間が生じること、②酸洗液はかく拌し流動性を高める
ことで洗浄効率が上がり作業時間が短縮すること、③酸
洗で除去した不純物は固形化して沈殿させるが排出時の
処分工程は自動化すべきこと、④処理後の加工品の乾燥
には広いストックヤードが要る点を挙げ、具体的な改善
に取り掛かった。

本事業が採択されたことでまず設備を一新した。酸洗
処理施設は季節により酸洗液の温度が変動しないよう温
度管理機能を付与したほか、処理槽内で液をかく拌する
ことで酸洗いの効率を高めた。その結果、冬場で最長５
～６時間を要した浸水時間が２時間程度に短縮。従来の
２～３倍の速度で処理が可能となり、年間を通じ作業時
間の平準化を実現した。

廃水処理施設は、処理能力を２倍に増強し、酸洗液の
酸性を中和・希釈し、法令を遵守し適切に排水する。ま
た液中に溶け出た金属成分は凝縮・沈殿させるが、その
残滓処理は従来の手作業から機械による自動化を果た
し、省力化とスピードアップを図った。さらに狭
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本事業に取り組み、従来の酸洗工程の改善を図ったこ
とで、ステンレス材加工の高品質化及び作業時間の短縮
による高効率化を達成した。また廃水処理においても、
作業性が向上し、企業全体としての生産性向上に大きく
貢献することができた。

なお、同社には入社 40 年のベテランをはじめ勤務歴
20 年以上の社員が多く在籍しており、熟練した職人集
団として高い技術力を有している。また溶接や板金、危
険物取扱者など資格を取得しているほか、後輩社員への
技能伝承も積極的に行っている。こうした熟練技術者の
存在を背景に、同社がこれまで蓄積してきた溶接等の加
工技術に加え、この度の事業により技術的課題を克服し
たことで「ステンレス溶接とその後の高品質な酸洗処理
を行う一貫体制」を確立することができた。また、こう
した取り組みは今後の受注活動に際し同業他社に対し、
競争優位性を示す要因となる。

同社製品の主な納入先のひとつである半導体関連市場
は、世界的な供給不足状態が続いているが、今後供給が
回復すればステンレス溶接加工の需要も急増する一方、
短納期の案件が増加すると見込まれる。本事業で構築し
た生産体制を基盤に、さらなる生産性向上や人材育成を
強化することで、付加価値の高い企業体質を目指す。

溶接から酸洗まで、ステンレス材の
加工に伴う一貫体制を確立

ステンレス溶接で発生する酸化被膜等を高品質・
高効率に除去する加工技術の構築

ステンレス溶接の工程における「酸洗処理」の能力強化と作業効率アップに取り組んだ。
設備更新で処理槽を大型化するとともに、酸洗液による洗浄工程を効率化させ処理品質
の向上、作業時間の短縮を実現。同時に廃水処理の自動化と作業環境改善を行い、ステ
ンレスの溶接から酸洗まで一貫して提供できる体制を確立し、多様化する顧客ニーズに
柔軟に対応していく。
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会 社 概 要
■　社　　　名　：	 株式会社ベルスター・スズキ

■　代 表 者 名　：	 代表取締役　鈴木雅八

■　所　在　地　：	 〒427-0103 
	 島田市中河123番地の13

■　取　材　地　：	 同所在地

■　設 立 年 月　：	 昭和44年 6月

■　業　　　種　：	� 金属製品製造業

■　資　本　金　：	 2,500万円

■　T　 E　 L　：	 0547-38-3421

■　U　 R　 L　：	 http://www.bellstar.co.jp/
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